
　新潟大学では、佐渡市との包括連携協定を基盤として、本学の研究・技術の蓄積を元に、トキとの共生をシ

ンボルとした佐渡の自然再生と自然を活かした地域活性化に取り組むリーダーを養成しています（「朱鷺の島

環境再生リーダー養成ユニット」）。

　この度、10月から始まる第三期の受講生を募集します。受講生は、下記の5コースのいずれかに所属し、新潟

大学教員の他、さまざまな分野の専門家による講義と実習を履修します。修了した方には修了証書を交付し、

修了後の活動をサポートする環境を整備します。

佐渡の地域再生に携わるリーダー養成講座　受講生募集

　佐渡市では、企業が求める優秀な人材の確保を目的とし
た佐渡島インターンシップ（就業体験）を実施します。
　これは、佐渡市内の企業１４社が受入企業となり、企業
の研修テーマに沿って、学生が就業体験を行うものです。
研修期間　８月20日（月）～８月24日（金）
　※研修期間が異なる企業があります。
募集対象者　大学院生・大学生・短期大学生・専門学校
生・専修学校生　※受入企業によって制限がある場合があ
ります。
申込期限　７月20日（金）
申込方法　チラシおよびホームページから詳細を確認のう
え、申込みください。
ホームページ　http://sado-internship.info
　学生が自らの専攻や将来の職業選択に生かすための貴重
な就業体験の場です。ぜひご家族、知人等に学生がいまし
たらこの機会に申込みをご検討ください。
お問い合わせ　市役所観光商工課 企業誘致係（第2庁舎）
　　　　　　　☎63―5116

第３回佐渡島インターンシップ（就業体験）
　　　　　　　　　参加学生を募集しています　旧相川町の恩賜金は、明治29年、当時皇室財

産として宮内庁御料局の管理下にあった佐渡金

山を三菱合資会社に払い下げるにあたり、皇室

から下賜されたものです。

　この御下賜金は、その一部を恵まれない人々

の減税にあて、他は基本財産として積み立てま

した。以後、旧中山トンネルの開削をはじめ、

大事業推進の資金として活用し、相川の基盤を

築き上げる大きな役割を果たしました。

　これを記念して、第１１６回恩賜金記念式典

を開催します。

日時　７月21日（土）午前11時～
会場　佐渡市相川栄町　
　　　あいかわ開発総合センター

　※ 式典は、約１時間の予定です。

お問い合わせ　相川支所市民課 ☎74―３１１１

受講期間　平成24年10月1日～平成25年9月30日（1年間）
募集締切　平成24年9月7日（金）
受 講 料　無料（ただし、テキスト代や安全講習に掛かる費用などは各自負担）
申込方法　新潟大学朱鷺の島環境再生リーダー養成ユニット ホームページ

（http://www.niigata-u.ac.jp/transdiscipline/toki/tokinoshima/index.html）、新聞折り込み等
から受講申込書を入手し、必要事項を記入の上事務局へ提出（インターネットが使用できない場合
には事務局にご連絡ください）

連絡先（事務局）新潟大学朱鷺・自然再生学研究センター（担当：藤山）
　　　　Tel : 0259―22―3885/ Fax: 0259―22―3990
　　　　E-mail : tokinoshima@adm.niigata-u.ac.jp

第116回恩賜金記念式典を開催します

コース名 自然再生農林業

定員 ３０人

トキモニター

１０人

エコツアーガイド

１０人

対象

内容

環境保全型農業、里山

(農地、二次林など)の自

然再生、荒れた森林や竹

林の再生に取り組んでい

る、または取り組もうと

している農林漁業者、

JA職員、農業改良普及

員、環境NPOメンバー、

森林管理作業員など

トキモニターの方、

調査員、佐渡市のト

キガイド養成コース

の修了者など

原生自然の案内など

のツアーを行うプロ

ガイド、またはそれ

を目指している方

環境保全型農業の実践

者・指導者、多様な生物

相を創出・維持管理でき

る技術者および農林漁業

者を養成します。

野生トキのモニタリ

ングについて高い技

術と知識を持ったモ

ニターを養成しま

す。

佐渡における将来の

エコツアー事業を牽

引していけるガイド

人材を養成します。

環境教育

１５人

環境行政

５人

環境教育に携わる

佐渡島内の小中高

校の教員、および

島内外の小中学生

等に佐渡の自然の

魅力を伝える能力

を身に付けたい方

佐渡市職員

佐渡の自然の魅力

を佐渡島内外の

方々に伝えるイン

タープリターを養

成します。

「エコアイラン

ド佐渡」構想を

実現するための

根幹を担う人材

を養成します。

おんし

ごかしきん
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鉱山祭Ｑ＆Ａ
Ｑ１．どこで見ることができますか？
　「子供みこし・鼓笛隊パレード・おけさ流し・祭流し・山車
流し」は相川市街地で見ることができます。「鼓童」公演は無
料にて相川公園でご覧いただけます。
Ｑ２．花火大会は雨でもやりますか？
　花火大会は雨天でも実施します。ただし、海上からの打ち上
げのため、天候が良くても海が荒れた場合には延期します。ま
た有志による花火の寄付金の受付も行っておりますので、詳し
くは事務局までお問い合わせください。
※おけさ流し・祭流し・山車流し　参加者募集中！
※鉱山祭の当日運営ボランティアスタッフ募集中！！
※7月22日（日）の相川市は、鉱山祭のため中止します。

日　程
７月21日（土）

子供みこし　午前10時～11時（予定）

鼓笛隊パレード　午前10時～11時30分（予定）

祭流し・山車(だし)流し　午後6時～10時

中学生　おけさ流し　午後7時30分～

おけさ流し　午後8時～9時

7月22日（日）

祭流し・山車流し　午後6時～10時

鼓童公演　午後7時30分～8時30分（入場 午後7時）

花火大会　午後8時30分～9時

　佐渡に夏の到来を告げる鉱山祭。その昔、鉱山労働者の慰安と休息を目的として開催されたこの祭りは、100
年を越える歴史を持つ数少ない祭りのひとつでもあります。佐渡おけさ、鼓童に花火。金山で繁栄した相川な
らではのお祭りです。

2012年シーズンＢＣリーグ公式戦　　新潟アルビレックスBCホームゲーム
日時　8月5日（日）午後1時開始　（午前11時30分 一般開場）vs信濃グランセローズ
会場　サン・スポーツランド畑野野球場
10名様までご招待！
対象：佐渡市在住の方。応募多数の場合は抽選とさせていただきます。
申込方法　往復はがきにお名前・住所・ご連絡先・8／5観戦希望と明記の上、郵送。
※ハガキ1枚につき1名様まで有効　　　締切　7月26日（木）必着
申込先・お問い合わせ　㈱新潟アルビレックス・ベースボール・クラブ　☎025－250－5539
　　　　　　　 　　　〒950-0932新潟市中央区長潟570　ハードオフエコスタジアム新潟内

　
こ
ん
に
ち

は
！
私
は
呉

丕
（
ご
　
ひ
）

と
申
し
ま
す
。

出
身
地
は
湖

南
（
こ
な
ん
）

省
で
す
。

　
今
回
は
、

私
に
と
っ
て

初
め
て
の
来

日
と
な
り
ま
し
た
。
わ
く
わ
く
し
て
い
る
半
面
、

緊
張
も
し
て
い
ま
す
。
４
月
13
日
に
船
で
佐
渡

市
に
参
り
ま
し
た
。
着
い
て
す
ぐ
、
景
色
の
美

し
さ
、
空
気
の
新
鮮
さ
、
風
習
の
純
朴
さ
に
心

を
引
か
れ
ま
し
た
。
到
着
し
た
時
が
お
祭
り
の

に
ぎ
や
か
な
時
期
で
、
鬼
太
鼓
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
佐
渡
が
伝
統
文
化
を
大
切
に

守
っ
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

　
ま
た
う
れ
し
い
こ
と
に
、
放
鳥
ト
キ
の
ひ
な

が
誕
生
し
ま
し
た
の
で
、
私
は
ト
キ
に
つ
い
て

勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
キ
ン
や
ヨ
ウ
ヨ
ウ
、
今

の
野
生
ト
キ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
資
料
を
調
べ

ま
し
た
。
佐
渡
の
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命
ト
キ
を

守
る
こ
と
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。
先
日
は
、

ト
キ
の
森
公
園
や
金
山
な
ど
に
中
国
か
ら
の
お

客
さ
ん
を
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
ち
ょ
う
ど
日
中
国
交
正
常
化
40
周
年

で
、
日
中
友
好
交
流
の
事
業
が
た
く
さ
ん
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
折
に
は
、
た
く
さ
ん
の

中
国
人
に
佐
渡
の
魅
力
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
多
く
の
中
国
人
が
佐
渡
を
知
り
、
佐
渡

に
来
て
、
佐
渡
が
好
き
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
習
う
よ
り
慣
れ
よ
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
仕
事
も
生
活
も
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
国
際
交
流
員
と
は
、
国
際
交
流
活
動
に
従
事
す
る
た
め
に
、(

財)

自
治
体
国
際
化
協
会
の

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
地
方
自
治
体
に
配
置
さ
れ
た
外
国
青
年
の
こ
と
で
す
。

　
佐
渡
は
中
国
と
の
交
流
が
盛
ん
で
、
中
国
陝
西
省
洋
県
を
は
じ
め
中
国
駐
新
潟
総
領
事
館

や
新
潟
国
際
藝
術
学
院
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
関
係
者
が
こ
れ
ま
で
に
佐
渡
を
訪
れ
て
い
ま

す
。
市
で
は
昨
年
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
交
流
の
発
展
や
、
外
国
人
観
光

客
の
受
入
体
制
を
強
化
し
て
い
く
た
め
、
国
際
交
流
員
を
配
置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

国
際
交
流
員
は
、
通
訳
・
翻
訳
の
ほ
か
、
佐
渡
市
の
国
際
交
流
・
国
際
観
光
事
業
の
支
援
を

行
い
ま
す
。
今
年
４
月
に
国
際
交
流
員
が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は  

国
際
交
流
員
で
す

【鉱山祭】開催のお知らせ お問い合わせ　鉱山祭実行委員会　☎74―2220

高津臣吾選手兼任監督率いる新潟アルビレックスＢＣが佐渡にやってくる！

せ
ん
せ
い
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日時　7月22日（日）正午～午後2時30分
会場　野浦伝統芸能伝承館
　春駒、舞踊、文弥人形　　おいしさもいっぱい！　

　イカ浜焼き、サザエ壺焼き、郷土料理など

お問い合わせ　野浦芸能の里フェスティバル実行委員会
　　　　　　　☎23―3725（山本）　

　実物大に復原された千石船「白山丸」の特別公開展示を下記
の日程で実施いたします。
☆前夜祭　日時　7月28日（土）午後5時～9時
・鼓童（小編成）や子供連による郷土芸能発表 など

☆本祭り　日時　7月29日（日）午前9時～午後3時
・白山丸曳き出しおよび帆上げ体験と大珍宝みこし・岬太鼓、また本

年は南佐渡伝統芸能サミットと題し、小木・羽茂・赤泊の郷土芸能

が披露されます。

　本祭りでの白山丸曳き出し帆上げでは、体験者を募集しております。ご希望の方は下記までお問い合わせください。

会場　宿根木・佐渡国小木民俗博物館（千石船展示館前広場）
※前夜祭、本祭りとも無料開放しております。

お問い合わせ　白山丸まつりについて……………………白山丸友の会　☎86－1234
　　　　　　　南佐渡伝統芸能サミットについて………桃井　☎86－2485

＜出展団体募集！＞
　今秋、ボランティア団体・NPO等を出展対象とした活動見本市を開催します。会場内に約20団体程度のブー

スを設ける形式で、出展者の皆さんの活動紹介や PRの場として活用していただくことができます。また、ブー

スでの物品販売や体験ワークショップも可能です。多くの来場者や出展者同士が共に楽しむことのできる活動

見本市を一緒に作りませんか？

日　時　11月23日（金・祝）午前11時～午後4時（時間は変更になる場合があります）
会　場　アミューズメント佐渡　小ホール
出展料　無料
対　象　地域づくり活動団体、ボランティア団体、NPO、コミュニティビジネス事業者など
申込締切　8月31日（金）
申込み・お問い合わせ（申込みはFAXまたはメールにて、団体名・代表者名・住所・電話番号を明記の上お願いします)
　佐渡ヶ島新しい公共推進協議会

　佐渡市役所佐和田行政サービスセンター2F　NPO法人新潟NPO協会 佐渡事務所内 ☎090―2551―4712

　ＦＡＸ　050―3626―3309　　メール　info@nan-web.org

　※申し込まれた方には別途詳しい案内をお送りします。

　新潟県出身またはゆかりの

若手弦楽奏者で活動している

ＴＯＫＩ弦楽四重奏団のコン

サート開催します。弦楽の素

晴らしさを感じてください。

日時　８月５日（日）
午後２時開演（午後１時３０分開場）

会場　アミューズメント佐渡
　　　大ホール

入場料　全席自由 一般：1,000円／高校生以下：無料
※税込み ※未就学児童のご入場はできません。

チケットは　アミューズメント佐渡・丸屋書店

（両津）・曽我商店（相川）･ヤマゴ（金井）・本

間書店（畑野）・池田屋商店（真野）・ホンマ衣

料品店（新穂）・玉箋堂（羽茂）で好評発売中！

お問い合わせ
アミューズメント佐渡　☎52―2001

ＴＯＫＩ弦楽四重奏団  コンサート
ふるさとの芸能をとくとご覧あれ！
第13回　野浦・芸能の里フェスティバル

宿根木「白山丸まつり」開催
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佐
渡
市
で
は
、
重
度
の
身
体
障
が
い
者
と

知
的
障
が
い
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

健
康
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
に
医
療
費

助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
県
の

単
独
医
療
費
助
成
事
業
（
県
障
）
に
基
づ
い

て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

 

現
在
受
給
し
て
い
る
方
が
お
持
ち
の
受
給

者
証
は
８
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
更
新
手
続
き
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
該
当
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方

で
、
ま
だ
受
給
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方

は
新
規
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
給
資
格

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
障
が

い
の
等
級
が
１
級
、
２
級
、
３
級
の
い
ず

れ
か
の
方

・
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
そ
の
障
が
い

の
程
度
が
「
Ａ
」
と
判
定
さ
れ
て
い
る
方

・
前
記
要
件
の
い
ず
れ
か
と
所
得
制
限
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。

受
給
者
証
更
新
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
現
在
お
持
ち
の
県
障
医
療
費
受
給
者
証

②
療
育
手
帳
か
身
体
障
害
者
手
帳

③
健
康
保
険
証

④
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証（
お
持
ち
の
方
の
み
）

⑤
同
意
書
（
所
得
状
況
の
閲
覧
の
た
め
）

⑥
印
　
鑑

受
付
場
所

市
役
所
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
・
各
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
障
が
い
福
祉
担
当
窓
口

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
社
会
福
祉
課
　
障
が
い
福
祉
係

☎
63
―
５
１
１
３

　
市
で
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
回
線
を
活
用
し

て
、
各
世
帯
に
地
震
や
災
害
の
緊
急
情
報
等

を
受
信
で
き
る
戸
別
受
信
機
を
設
置
す
る

「
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
、
25
年

度
の
２
か
年
事
業
で
、

平
成
24
年
度
の
実
施
地

域
は
、
相
川
、
畑
野
、

小
木
、
羽
茂
、
赤
泊
地

区
で
す
。

緊
急
放
送
　
緊
急
地
震
速
報
や
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｔ
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
等
の
有

事
・
災
害
情
報
を
放
送
し
ま
す
。

臨
時
放
送
　
火
災
情
報
な
ど
の
速
や
か
に
お

知
ら
せ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報
を
放
送

し
ま
す
。

一
般
放
送
　
市
か
ら
の
健
診
や
行
事
等
の
情

報
を
決
め
ら
れ
た
時
間
帯
に
放
送
し
ま
す
。

地
域
内
放
送
　
地
域
ご
と
の
情
報
も
放
送
で

き
ま
す
（
総
会
の
案
内
、
地
区
運
動
会
の
開

催
等
）
。

◆
平
成
24
年
度
実
施
地
区
で
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た
が
、
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
総
務
課
防
災
危
機

管
理
室 

危
機
管
理
係
　
☎
63
―
５
１
３
５

　
　

★
面
談
方
式
で
す
。事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
23
日
（
月
）
〜
27
日
（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
５
時
　
　
　

場
所
　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、
変
更
等
の
登
記
問
題

・
建
物
の
新
築
、
増
築
に
つ
い
て
の
手
続
き

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地
間
の

も
め
事
等
の
手
続
き

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部
　
☎
55
―
３
１
１
７

戸
別
受
信
機
か
ら
は
こ
ん
な
内
容
が
放
送
さ
れ
ま
す

戸別受信機イメージ

有
　
料
　
広
　
告

福
　
祉
　
健
　
康

お
　
知
　
ら
　
せ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
事
業
の
ご
案
内

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

（
県
障
）の
更
新
手
続
に
つ
い
て

◆第1部：　13：00～13：45　ツクイ会社説明会

◆第2部：　14：00～16：00　ツクイ特別研修会

開催場所　アミューズメント佐渡　２F
同時開催　介護相談会 13：00～13：45

入場無料

介護やご自宅での食事作りに
困っていませんか？

研修テーマ・訪問介護の食事作り
　　　　　　　  ・在宅での簡単調理法

７月２８日（土）

TEL.０２５９－５１－４５５５　　担当　後藤お問い合わせ　ツクイ佐渡さわた
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期
間
　
８
月
１
日（
水
）〜
８
月
15
日（
水
）

　
火
〜
金
　
午
後
１
時
〜
８
時

　
土
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
８
時

　
日
・
月
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

14
日(

火)

・
15
日(

水)

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※

期
間
中
の
月
曜
日
は
、プ
ー
ル
営
業
し
ま
す
。

※

小
学
２
年
生
以
下
の
お
子
様
が
プ
ー
ル
を

利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
大
人
の
付
き
添
い
が

必
要
で
す
。

【
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
教
室
】
　

め
ざ
せ
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
！

め
ざ
せ
Ｊ
１
選
手
！
　

初
心
者
大
歓
迎
！
佐
渡
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
指

導
者
か
ら
手
ほ
ど
き
い
た
だ
け
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
で
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
と
友

達
に
な
ろ
う
！

日
程
　
７
月
４
日(

水)

〜
９
月
19
日
（
水
）

　
　
　
10
回
（
水
曜
日
）

時
間
　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場
　
佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
体
育
館

対
象
　
小
学
５
年
生
〜
中
学
生

定
員
　
40
名

受
講
料
　
４
０
０
０
円

【
成
人
水
泳
教
室
８
月
生
】

初
心
者
大
歓
迎
！ 

き
れ
い
に
泳
ぎ
た
い
方

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

日
程
　
８
月
２
日･

９
日
・
23
日（
木
曜
日
３
回
）

時
間
　
午
後
７
時
〜
８
時
　

対
象
　
18
歳
以
上
、
初
心
者
〜
中
級
者

定
員
　
15
名

受
講
料
　
１
２
０
０
円
（
プ
ー
ル
使
用
料
は

別
途
必
要
）

【
佐
渡
ジ
ュ
ニ
ア
硬
式
野
球
教
室
】

生
徒
募
集
　
佐
渡
か
ら
甲
子
園
へ
！

対
象
　
中
学
３
年
生
（
中
学
３
年
生
と
練
習

で
き
る
硬
式
野
球
を
志
す
少
年
少
女
可
）

定
員
　
先
着
20
名

受
講
料
　
４
０
０
０
円

日
程
　
８
月
25
日
（
土
）
〜
11
月
上
旬

　
　
（
毎
週
土
曜
日
、
実
技
練
習
全
10
回
）

時
間
　
午
後
２
時
〜
５
時

会
場
　
真
野
運
動
広
場
・
佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ

ウ
ス
体
育
館
・
温
水
プ
ー
ル
な
ど

指
導
者
　
佐
渡
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
佐
渡
軍

団
・
佐
渡
野
球
連
盟
関
係
者

内
容
　
硬
式
野
球
の
基
礎
技
術
、
基
礎
体
力

養
成
、
最
新
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
、
栄
養

指
導
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
な
ど

お
申
し
込
み
　
７
月
14
日
（
土
）
〜
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り

【
１
時
間
シ
ョ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
】

受
講
日
　
希
望
日
を
申
告
頂
き
、
指
導
者
の

日
程
を
確
認
し
決
定
し
ま
す
。

　
初
心
者
の
方
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆ 

水
泳
　

対
象
　
18
歳
以
上
、
初
心
者
〜
中
級
者

受
講
料
　
１
回
５
０
０
円
（
プ
ー
ル
使
用
料

は
別
途
必
要
）

　
１
名
〜
グ
ル
ー
プ
で
の
受
講
も
可
能
で
す
。

◆ 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
　

内
容
　
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
、

生
活
習
慣
病
、
ス
ポ
ー
ツ
障
害
や
ス
ポ
ー

ツ
技
能
向
上
、
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
健
康
相

談
な
ど

受
講
料
　
１
名
５
０
０
円
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
使
用
料
は
別
途
必
要
）

　
１
名
〜
グ
ル
ー
プ
で
の
受
講
も
可
能
で
す
。

※

各
教
室
、
生
徒
受
講
者
募
集
中
で
す
。

※

詳
細
に
つ
い
て
は
佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス

事
務
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

お
問
い
合
わ
せ
　
佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
　

☎
55―

２
５
６
６
（
代
）

　「
く
だ
も
の
と
食
育
」、「
野
菜
と
食
育
」
を

テ
ー
マ
に
、
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
や
楽
し

さ
な
ど
に
つ
い
て
の
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
７
月
17
日（
火
）
〜
９
月
７
日（
金
）

当
日
消
印
有
効

応
募
方
法
　
郵
便
は
が
き
に
、
①
川
柳
（
１

人
３
句
ま
で
）
②
郵
便
番
号
・
住
所
③
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
④
年
齢
（
学
校
名
・
学
年
）

⑤
性
別

⑥
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
応
募
先
ま
で
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
　
佐
渡
市
在
住
者

発
表
　
10
月
上
旬
予
定

作
品
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
　
〒
９
５
２―

１
５
５
５ 

佐
渡
市
相
川
二
町
目
浜
町
20―

１
　
佐
渡
地

域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部
　
地
域
保
健
課

☎
74―

３
４
０
３

室
内
温
水
プ
ー
ル
夏
期
営
業
時
間
の
変
更

有
　
料
　
広
　
告

お気軽にお電話ください！  ☎0259-66-2695 

トラクター・耕運機(ディーゼル)・船外機・バイク・重機　
出張 高価買取 いたします！

いたします！出張 無料回収☆更に！ 鉄・非鉄金属は

例　コンバイン・モーター・アルミサッシ・乾燥機・ボイラー・ホイール
　　草刈機・電気の線・動噴・チェーンソー・ワイヤー・ウインチ・脱穀機

㈱アクティーインターナショナル 佐渡営業所　担当 新宮

真
夏
も
佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
で

い
い
汗
か
こ
う
！

健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
！！

お
　
知
　
ら
　
せ

佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
教
室

受
講
生
募
集
！

「
さ
ど
食
育
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
」

募
集
の
ご
案
内
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市
営
住
宅
　

◆
お
り
と
住
宅
（
相
川
）

　
※
単
身
で
の
申
し
込
み
可
能

　
所
在
地
　
相
川
下
戸
炭
屋
町
22
番
地

　
規
　
格
　
耐
火
木
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
53
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
３
階
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
４
８
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
９
０
０
０
円

◆
吉
井
住
宅
（
金
井
） 

　
※
単
身
で
の
申
し
込
み
可
能

　
所
在
地
　
吉
井
本
郷
５
２
１
番
地

　
規
　
格
　
木
造
２
階
長
屋
建
て

　
　
　
　
　
２
Ｄ
Ｋ
、
平
成
23
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸（
１
階
）、３
戸（
２
階
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
８
０
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
５
４
０
０
円

◆
吉
井
第
２
住
宅
（
金
井
）

　
所
在
地
　
吉
井
本
郷
７
３
２
番
地
３

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
６
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
７
９
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
５
２
０
０
円

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　

◆
木
戸
沢
第
３
住
宅（
金
井
）

　
所
在
地
　
千
種
１
０
３
８
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
２
階
長
屋
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
９
年
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸（
１
階
）

　
月
額
家
賃
　
５
万
３
０
０
０
円（
定
額
）

◆
新
町
団
地（
真
野
）

　
所
在
地
　
真
野
65
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
12
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
５
万
６
０
０
０
円（
定
額
）

◆
小
熊
住
宅（
赤
泊
）

　
※
単
身
で
の
申
し
込
み
可
能

　
所
在
地
　
徳
和
６
４
７
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
２
階
長
屋
建
て

　
　
　
　
　（
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
／
複
層
住
戸
）

　
　
　
　
　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
17
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
３
万
３
０
０
０
円（
定
額
）

申
込
方
法

　
市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当
窓
口
へ
、
申

請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　
７
月
31
日
（
火
）
午
後
５
時

入
居
可
能
日

　
８
月
下
旬
（
応
募
数
に
よ
り
期
間
が
延
び

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

注
意
事
項

　
入
居
に
際
し
、
次
の
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
２
名

○
敷
金
（
家
賃
の
３
か
月
分
）

※
事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
建
設
課
　
住
宅
係

　
☎
63
―
５
１
１
８

　
ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
公
営
住
宅
担
当
窓
口
へ

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

【
応
募
資
格
】

※
共
通
条
件
「
①
②
③
」
に
加
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
住
宅
の
入
居
申
込
み
条
件
に
該

当
す
る
こ
と
。

・
お
り
と
住
宅
、
吉
井
住
宅
「
⑤
」

・
吉
井
第
２
住
宅
「
④
⑤
」

・
木
戸
沢
第
３
住
宅
、
新
町
団
地
「
④
⑥
」

・
小
熊
住
宅
「
⑥
」

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

か
、
住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、
公

租
公
課
（
市
税
な
ど
）
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と

②
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）
が

「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
２
条
第
６
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

④
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が

い
る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０

０
０
円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
の

い
る
世
帯
、
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ

ん
が
い
る
世
帯
な
ど
は
21
万
４
０
０
０

円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０

０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円
以
下
で

あ
る
こ
と

有
　
料
　
広
　
告

お
　
知
　
ら
　
せ
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【飲用井戸の衛生管理】
◇色、濁り、味、臭いに異常がないことを毎日確認しましょう。

◇１年に１回以上は、水質に変化がないか、安全であるかを検査

で確認しましょう。

【水質検査のご案内】
①水質基準10項目  ②水質基準50項目 

③水質基準10項目＋放射性物質（3核種）  

採水方法、検査項目、検査料金等はお気軽にご相談ください。

なお、③の検査は7～9月の期間限定特別セット価格とします。
（一財）新潟県環境衛生研究所　佐渡検査センター

〒952-0302 佐渡市竹田1042番地10　 ☎0259-55-2819

◎米、野菜、魚等の食品、環境等の放射性物質の測定も行っています。

日　程　7月16日（月・祝）～18日（水）
会　場　両津やまきホテルほか
テーマ　人・生きもの・自然に思いやりの
　　　　ある豊かな農業を目指して
お問い合わせ　ICEBA2012実行委員会
（市役所農林水産課　生物多様性推進室内）
　　　　　　　　　　　　　☎63―3761

　生物多様性を育む農業とは何か、その農業
を支え発展させる術は何か、農業者も含めた
多様な主体による地域づくりとは何かを皆
様とともに考えます。

井戸水を飲用されている皆様へ
第2回 生物の多様性を育む
農業国際会議（ICEBA2012）を開催します！



　
６
月
８
日
（
金
）
か
ら
、
佐
渡
ト
キ
保
護

セ
ン
タ
ー
野
生
復
帰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
順
化

ケ
ー
ジ
に
お
い
て
、
オ
ス
10
羽
、
メ
ス
３
羽

の
ト
キ
が
放
鳥
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も
、
ケ

ー
ジ
の
出
口
を
開
放
し
て
ト
キ
が
直
接
出
て

行
く
方
法
で
行
い
、
初
日
に
11
羽
、
２
日
目

に
１
羽
、
３
日
目
に
１
羽
の
合
計
13
羽
が
飛

び
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
放
鳥
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
、
放
鳥
さ

れ
た
ト
キ
同
士
で
飛
ん
だ
り
木
に
止
ま
っ
た

り
す
る
姿
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
徐
々
に
他
の
野
生
ト
キ
と
合
流
し
群
れ

を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

■
ト
キ
目
撃
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
順
化
ケ
ー
ジ
か
ら
飛
翔
し
た
ト
キ
は
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
チ
ー
ム
が
追
跡
・
確
認
・
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
放
鳥
直
後
は
普
段
ト

キ
が
見
ら
れ
な
い
場
所
で
行
動
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
も

し
、
ト
キ
を
見

か
け
た
ら
佐
渡

市
ト
キ
交
流
会

館
（
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
０
１
２

０
―
９
８
０
―

５
５
１
）
へ
お

気
軽
に
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
情
報
が
重
要
な
デ

ー
タ
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
ト
キ
の
個
体
数
（
６
月
12
日
現
在
）

○
飼
育

【
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
】
１
０
８
羽

＋
ひ
な
15
羽

【
野
生
復
帰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
】
16
羽
＋
ひ

な
12
羽

【
多
摩
動
物
公
園
】
９
羽
＋
ひ
な
４
羽

【
い
し
か
わ
動
物
園
】
８
羽
＋
ひ
な
５
羽

【
出
雲
市
ト
キ
分
散
飼
育
セ
ン
タ
ー
】
４

羽
＋
ひ
な
４
羽

【
長
岡
市
ト
キ
分
散
飼
育
セ
ン
タ
ー
】
４

羽
＋
ひ
な
９
羽

（
飼
育
全
体
）
１
４
９
羽
＋
ひ
な
49
羽
＝

計
１
９
８
羽

○
放
鳥

【
佐
渡
島
内
】
57
羽
＋
ひ
な
８
羽
＝
65
羽

【
新
潟
県
外
】
１
羽

【
行
方
不
明
（
半
年
以
上
未
確
認
）
】
２
羽

（
放
鳥
全
体
）
60
羽
＋
ひ
な
８
羽
＝
68
羽

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進
室

ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　
☎
24
―
６
０
４
０

　
第
６
回
　
ト
キ
放
鳥

　
消
費
者
が
注
文
を
し
て
い
な
い
の
に
、

一
方
的
に
送
り
つ
け
、
代
金
を
払
わ
せ
る

商
法
で
す
。「
代
金
引
換
」
を
悪
用
し
た
も

の
が
あ
り
、
主
な
商
品
と
し
て
は
、
魚
介
類
・

書
籍
・
健
康
食
品
な
ど
が
多
い
で
す
。

【
具
体
例
】

・
電
話
帳
を
見
て
電
話
を
し
て
く
る
。
親

し
げ
に
長
話
を
し
て
、
断
り
づ
ら
い
雰

囲
気
に
。

・
「
会
社
設
立
30
周
年
記
念
」
「
過
去
に

購
入
し
て
も
ら
っ
た
お
礼
」
と
、
昆
布

等
を
無
料
で
送
っ
て
く
る
。

・
「
い
ら
な
い
」
と
断
っ
て
も
送
り
つ

け
、
そ
の
際
に
魚
・
貝
な
ど
の
高
価
な

詰
め
合
わ
せ
を
同
封
し
、
そ
の
支
払
い

を
強
要
す
る
。

・
電
話
で
は
業
者
の
会
社
名
も
電
話
番
号

も
わ
か
ら
ず
、
商
品
が
届
く
ま
で
断
る

こ
と
が
出
来
な
い
。

・
高
齢
で
毎
日
の
買
い
物
に
不
便
を
感
じ

て
い
る
人
は
、
自
宅
に
送
っ
て
も
ら
え

る
た
め
、
親
切
な
業
者
だ
と
思
い
こ
ん

で
し
ま
う
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

○
長
話
を
せ
ず
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
る
。

○
荷
物
が
届
い
た
ら
、
送
り
状
に
あ
る
業

者
の
会
社
名
・
電
話
番
号
・
住
所
を
書

き
写
す
（
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
必
要
な

た
め
）。

○
受
取
を
拒
否
す
る
場
合
は
、
宅
配
業
者

に
代
金
引
換
の
お
金
を
払
わ
ず
、
そ
の

ま
ま
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
。（
代
金
を
払

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
方
法
は
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
総
務
課
　
市
民
相
談
室
　
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
係
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
内
）佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
平
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

☎
57
―
８
１
４
３

「
生
鮮
食
品
の
送
り
つ
け
商
法
」

「
あ
や
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、
契
約
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
　

（写真提供：環境省）

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

92
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荷
分
け
は
、
荷
売
日
（
毎
月
８
日
か

９
日
）
の
７
〜
８
日
前
に
掘
っ
た
鉱
石

を
、
買
石
（
鉱
石
を
買
っ
て
製
錬
す
る

業
者
）
が
目
利
き
を
し
て
、
敷
（
坑
内

の
採
掘
場
）
の
名
前
と
等
級
を
書
き
込

ん
だ
叺
に
詰
め
る
作
業
で
す
。

　
そ
の
後
、
買
石
た
ち
が
集
ま
り
、

「
ね
こ
の
子
」
と
呼
ば
れ
る
子
ど
も
た

ち
に
、
ザ
ル
で
鉱
石
を
運
ば
せ
ま
す
。

鉱
石
を
洗
っ
た
の
ち
、
再
度
目
利
き
を

し
て
、
そ
こ
か
ら
50
匁(

１
９
０
ｇ)

ほ
ど

を
鉄
皿
で
砕
き
、
品
位
を
調
べ
、
等
級

を
決
め
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
の
買
石

が
集
ま
る
場
所
を｢

洗
い
場｣

と
い
い
ま

す
。

　
等
級
別
に
仕
分
け
ら
れ
た
鉱
石
は
、

10
日
ご
と
に
荷
分
け
場
に
出
さ
れ
、
入

札
さ
れ
ま
す
。

　
鉱
石
が
詰
め
ら
れ
る
叺
に
は
、
た
と
え

ば｢

清
吉
敷｣

は｢

山
形
に
二
の
字｣

、｢

長

助
敷｣

は｢

角
に
一
の
字｣

な
ど
、
そ
の
鉱

石
が
掘
ら
れ
た
坑
道
の
印
が
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
品
位
ご
と
に｢

い

（
上
）｣｢

ろ
（
中
）｣｢

は
（
下
）｣

の
印
が
付
け

ら
れ
、｢

御
上
納
鏈
置
場｣

に
運
び
込
ま
れ

ま
す
。

　
奉
行
所
側
か
ら
は
目
付
役
・
山
方

役
・
番
所
役
が
、
山
師
側
か
ら
は
金
児
や
大

工(

金
穿
大
工)

た
ち
が
立
ち
会
い
ま
す
。

金
児
は
坑
内
の
採
掘
場
を
請
け
負
っ
て
い
る

経
営
者
で
、
大
工
を
雇
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63―

５
１
３
６

佐
渡
金
銀
山
絵
巻
を
ひ
も
と
く（
９
）  

―
荷
分
け
の
手
順
―

　佐渡市での検診実施については、各戸配布の「佐
渡市の健康づくりサービス」または「佐渡市ホーム
ページ」でご確認ください。また、４月からメール配
信サービス・くらしの情報にて、検診日程もお知ら
せしています。
　配信希望される方は、25ページの「佐渡市メール
配信サービス」をご覧ください。
お問い合わせ
　佐渡市市民生活課健康推進室 ☎63―3115
　　　両津支所　市民課 ☎27―2114
　　　相川支所　市民課 ☎74―0339
　　　羽茂支所　市民課 ☎88―3111

　検診では、初期段階のがんを発見することができま
す。初期に適切な治療を受けることで、体の負担を少なく
することができます。
　毎日寝る前に歯をみがくことが当たり前になっている
ように、がん検診を定期的に受けることを習慣にしま
しょう。
　いつもの暮らしに、がん検診を。

　新潟県と佐渡市では、佐渡金銀山の世界遺産登録に向けて、行政と地域住民とが一体となって登録推進

活動を行うため、世界遺産登録に向けた進捗状況や課題および行政と地域住民の連携のあり方等をテーマ

に、意見交換等を行います。

　日時　８月５日（日）午後１時～
　会場　トキのむら元気館（新穂地区）
　出席者（予定）　佐渡市内の集落区長、民間関係団体、メディア等
　主催　新潟県教育委員会、佐渡市
※この懇談会の結果については、後日佐渡市ホームページ等でお知らせします。

※この懇談会は傍聴することができます。会場の都合もありますので、傍聴を

　希望される方は市役所世界遺産推進課までお申し込みください。

　傍聴人　先着５０名　
　申込み・お問い合わせ　市役所世界遺産推進課　☎63―5136

いつもの暮らしに、
受診で早期発見！ を。がん検診

～佐渡金銀山世界遺産登録推進懇談会の開催～

まげ

か
ま
す

も
ん
め

か
な
こ

か
い
し

く
さ
り

か
な
こ か

な
ほ
り
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荷分けの図　大工たちの髪型は、｢本多髷｣といい、安永年間（1772 ～ 81）頃に

江戸で流行したもの。（「佐渡銀山往時之稼行絵巻」より）



　
一
年
を
通
し
、
温
暖
で
文
化
薫
る
地

羽
茂
。
そ
の
豊
か
な
風
土
に
育
ま
れ
な

が
ら
、
羽
茂
中
学
校
は
65
年
の
歩
み
を

刻
ん
で
き
ま
し
た
。

　
本
校
に
は
、
全
国
に
誇
れ
る
こ
と
が

二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
リ
コ
ー
ダ

ー
部
の
活
躍
で
す
。
全
国
リ
コ
ー
ダ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
30
回
出
場
は
、
日
本
一
の

出
場
記
録
で
す
。
普
段
は
運
動
部
で
活

躍
し
て
い
る
生
徒
も
時
間
を
見
つ
け
て

練
習
に
励
み
、
校
内
に
優
し
い
音
色
を

響
か
せ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、「
羽
茂
萬
葉
」で
す
。こ

の
歌
集
に
は
、
中
学
生
は
も
と
よ
り
、
小

学
生
、
高
校
生
、
羽
茂
出
身
者
を
は
じ
め

と
す
る
島
内
外
の
方
々
か
ら
投
稿
し
て

い
た
だ
い
た
短
歌
や
俳
句
が
収
め
ら
れ

て
い
ま
す
。53
年
続
い
て
き
た
「
羽
茂
萬

葉
」
は
「
歌
人
の
里
羽
茂
」
の
象
徴
で
あ

り
、
全
国
に
も

希
な
「
地
域
の

歌
集
」
で
す
。そ

こ
に
は
、
そ
の

時
代
に
生
き
た

羽
茂
の
人
々
の

「
心
の
原
風
景
」

が
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
常
に
短
歌

や
俳
句
は
生
徒
の
生
活
の
中
に
あ
り
、

一
年
を
通
し
て
歌
を
詠
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。今
年
度
、
修
学
旅
行
先
の
古
都
京
都
と

奈
良
で
三
年
生
が
詠
ん
だ
歌
を
紹
介
し
ま

す
。

　
さ
て
、
恒
例
の
羽

茂
ま
つ
り
で
は
、
全

校
生
徒
が
佐
渡
お
け

さ
と
総
踊
り
を
披
露

し
ま
す
。
佐
渡
お
け

さ
の
「
静
」
と
総
踊
り

の
「
動
」
が
見
る
も
の

の
心
を
つ
か
み
、
島

の
伝
統
の
素
晴
ら
し
さ
と
未
来
に
生
き
る

子
ど
も
た
ち
の
元
気
を
伝
え
ま
す
。

　
素
直
に
、
体
一
杯
表
現
し
よ
う
と
す
る

羽
茂
の
子
ど
も
た
ち
の
心
の
原
点
は
、
羽

茂
が
培
っ
て
き
た
文
化
と
伝
統
で
あ
り
、

そ
の
中
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
よ
う
と
す

る
地
域
の
皆
様
の
熱
い
思
い
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
、
地
域
と
い
う
も
う
一
つ
の
学

校
で
、
「
本
物
の
文
化
」
を
学
ん
で
い
る

の
で
す
。

　
本
校
は
、
あ
と
二
年
で
小
木
中
学
校
と

統
合
し
南
佐
渡
中
学
校
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。
両
校
の
伝
統
が
一
つ
に
交
わ
り
、

す
ば
ら
し
い
学
校
が
で
き
る
こ
と
を
確
信

し
て
い
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
両
津
支
所
内
）

　
☎
23
―
４
８
９
８

　
も
う
す
ぐ
学
校
な
ど
で
は
、
夏
休
み

で
す
ね
。
ど
こ
か
島
外
へ
出
掛
け
る
の

も
良
い
で
す
が
、
た
ま
に
は
の
ん
び
り

島
内
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
言
う
と
、
岩
石
や

地
層
の
事
だ
と
思
っ
て
い
る
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
文
化
や
歴

史
も
含
ん
で
い
る
の
が
ジ
オ
パ
ー
ク
の

特
徴
で
す
。
今
回
は
、
海
に
囲
ま
れ
た

佐
渡
な
ら
で
は
の
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
、

「
漁
港
」
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
新
潟
県
に
あ
る
64
の
漁
港
の
う
ち
、

な
ん
と
半
分
を
超
え
る
34
の
漁
港
が
佐

渡
島
に
あ
り
ま
す
。
漁
港
は
漁
船
数
や

利
用
形
態
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
区

分
さ
れ
ま
す
。
【
第
１
種
】
地
元
の
漁

業
が
主
。
【
第
２
種
】
第
1
種
の
漁
港

よ
り
も
広
く
第
3
種
漁
港
に
属
さ
な
い

も
の
。
【
第
３
種
】
利
用
範
囲
が
全
国

的
な
も
の
。
【
第
４
種
】
離
島
そ
の
他

辺
地
に
あ
っ
て
漁
場
の
開
発
ま
た
は
漁

船
の
避
難
上
、
特
に
必
要
な
も
の
。

　
佐
渡
に
あ
る
漁
港
は
ほ
と
ん
ど
が
第

１
種
で
す
が
、
両
津
漁
港
が
第
３
種

に
、
鷲
崎
漁
港
が
第
４
種
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
県
内
を
み
る
と
、
第
３
種

は
両
津
漁
港
と
能
生
漁
港
、
第
４
種
は

鷲
崎
漁
港
と
粟
島
漁
港
だ
け
で
す
。

　
島
内
の
漁
港
に
は
港
街
と
し
て
の
歴
史

が
あ
り
、
漁
業
に
携
わ
る
人
々
の
暮
ら
し

の
中
か
ら
文
化
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
漁

港
を
開
い
た
起
源
を
探
っ
て
い
く
と
、
地

形
や
海
流
な

ど
の
関
係
が

見
え
て
き
ま

す
。

　

た

と

え

ば
、
高
千
漁

港
は
入
崎
と

い
う
岬
が
あ

る
お
か
げ
で

船
を
停
め
る

の
に
適
し
た

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
形
は
、
水
揚

げ
さ
れ
る
魚
や
漁
法
な
ど
に
も
影
響
を
与

え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
港
の
特
徴
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
。
さ
あ
、
佐
渡
島
な
ら
で

は
と
い
え
る
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
、
漁
港
を

巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
魅
力
的
な
漁
師
さ

ん
や
魚
た
ち
に
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

※
漁
港
を
巡
る
際
は
、
危
険
な
場
所
に
は
立

ち
入
ら
ず
、
漁
師
さ
ん
や
漁
協
関
係
者
の

方
々
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
室
（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）

☎
23
―
２
１
０
１

入崎（左）と高千漁港（右）

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
⑯

夏
休
み
に
行
き
た
い
！

ジ
オ
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
☆

朝
早
く
鴨
川
沿
い
を
ラ
ン
ニ
ン
グ

　
春
風
当
た
り
心
洗
わ
れ 

　
清
美

階
段
を
上
が
る
上
が
る
よ
二
月
堂

　
開
放
感
は
素
晴
ら
し
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

拓
杜

羽茂萬葉　第53集

羽茂まつり　佐渡おけさ

佐
渡
市
立 
羽
茂
中
学
校
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５
月
19
日
（
土
）、
両
津
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
の
指
導
に
よ
る
、
春
の
歩
け
歩
け
の

会
が
鮮
や
か
な
五
月
晴
れ
の
中
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
参
加
が
あ

り
、
今
回
は
羽
吉
地
区
を
メ
イ
ン
と
し
た
約

10
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
史
跡
蹟
で
は
学
芸
員
の
説
明
を
熱
心
に
聞

き
入
り
、
火
力
発
電
所
で
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
り
施
設
内
の
見

学
に
目
を
輝
か
せ
て

い
ま
し
た
。ま
た
、屋

外
で
の
昼
食
で
は
、

豚
汁
サ
ー
ビ
ス
に

「
美
味
し
い
！
」と
お

代
わ
り
す
る
姿
が
続

出
し
て
い
ま
し
た
。

昼
食
後
、
ち
ょ
っ
ぴ

り
疲
れ
が
見
え
ま
し
た
が
、
元
気
に
帰
路
の

海
岸
遊
歩
道
コ
ー
ス
を
歩
き
全
員
無
事
に
完

歩
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
両
津
地
区
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

指
導
に
よ
る
各
種
教
室
・
大
会
を
10
月
か
ら

２
月
に
か
け
て
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、

多
く
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
川
茂
地
域
の
人
口
２
１
７
人
、
１
３
８
世

帯
、
う
ち
小
学
生
14
名
、
保
育
園
児
８
名
。

　
社
会
環
境
の
変
化
か
ら
、
川
茂
地
域
の
保

育
園
、
小
学
校
が
平
成
24
年
度
限
り
で
閉
じ

る
こ
と
と
な
り
、
62
回
続
い
て
き
た
川
茂
地

区
連
合
運
動
会
、
最
後
の
大
会
が
６
月
３
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
育
園
児
の
お
ぼ
つ
か
な
い
足
取
り
で
の

徒
競
走
、
必
死
に
駆
け
抜
け
て
い
く
小
学
校

の
リ
レ
ー
競
技
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
な
が

ら
も
ス
タ
ー
ト
の
合
図
が
あ
る
と
真
剣
モ
ー

ド
に
な
る
大
人
の
競
技
に
、
時
に
は
笑
顔
が

あ
り
、
時
に
は
必
死
に
応
援
し
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
た
最
後
の
運
動
会
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

集
っ
た
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
か
ら
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
ま
で
が
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

　

第
46
回
春
の
歩
け
歩
け
の
会
 （両
津
地
区
）

最
後
の
運
動
会
　
　
　
　（
赤
泊
地
区
）

【ご寄贈ありがとうございました】
佐渡に関連する資料を 、著(編)者よりご寄贈いただきました。

・「佐渡の民謡―唄と人と歴史―」渡辺和弘 編著　本間久雄 発行
　資料紹介：佐渡の民謡に関する民謡団体、年表、参考

資料などを収録しています。民謡を愛し育み磨き上げた

人々の思いが感じられる１冊です。

・「佐渡郷土文化」１２０号　山本修巳 編
・「環東アジアにおける社会的結合と災害」
　　　　　　　　　　　　　　  新潟大学環東アジア研究センター 編
・「近世・近代越後佐渡災害資料」新潟大学環東アジア研究センター 編

【７月の行事予定】　
・10日（火）午後3時30分～　おはなし会　真野図書館

・12日（木）午後4時20分～　おはなしかい　さわた図書館

・14日（土）本とあそぼう！全国訪問おはなし隊　

　　　　　　 午後2時～　さわた図書館

・15日（日）本とあそぼう！全国訪問おはなし隊　

　　　　　　 午前10時～　小木図書館

　　　　　　 午後2時45分～　両津図書館

・19日（木）午後4時～　おはなしのじかん　小木図書館

・21日（土）午前10時30分～　おはなし会　両津図書館

・26日（木）午前10時30分～　はじめまして！おはなしかい 中央図書館

・世界大紀行（全３０巻）

・オペラ名作鑑賞（全１０巻）

・ユネスコ世界遺産（全１１巻）

・ひつじのショーン

・おじゃる丸

・東京島

・ゲゲゲの女房

・猿の惑星

貸出方法　ＤＶＤのケースをカウン
ターにお持ちください。ＤＶＤはひとり

３点まで貸出できます。

（例：本７冊　ＤＶＤ３点 合計10点ま

で貸出可能）

中央図書館　
新しいＤＶＤが入りました

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4185
（両津支所内）
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第30回「関東畑野会総会」開催
　風薫る五月晴れの中、去る 5月19日（土）正午から、第30回を迎え

た「関東畑野会総会」がジョン万次郎アトレヴィ信濃町店で開催され

“110名 ”の方々が参加した。昭和58年に第1回総会を開催して以来、

3代の会長を経て今日に至っている。第一部総会では、本間正巳副会

長の開会のことばに続き、今井茂雄会長のあいさつが行われた。佐

渡市長に就任された甲斐元也様から、佐渡市政の今後について“農業

を主体とした一次産業、並びに観光産業の振興”に向けた取り組みの

紹介がなされた。新潟県議会議員佐藤久雄様、首都圏佐渡連合会会

長摩尼義晴様、新潟県人会会長平 辰様から来賓あいさつが行われた。

　第2部懇親会では、畑野商工会会長本間雅博様の乾杯のご発声に

続き、懇親会がスタートした。今井茂雄様による“大黒舞”に始まり、

成田屋笑仙座長率いる笑仙座の皆さんによる“笑福おどり”が披露さ

れ、その芸達者な演舞に会場一同から賞賛の声が挙げられた。上横

山（佐渡市両津）青年会・首都圏佐渡鬼太鼓保存会による“鬼太鼓 ”

演舞では、福島県南相馬市から避難している、佐渡市両津吉井小の

遠藤龍平さんの舞が披露され、万雷の拍手が贈られた。

　佐渡こがね会、並びに朱鷺おけさ会の皆さまにより“佐渡民謡の

唄と踊り ”が紹介され、会場一杯を埋め尽くして、佐渡おけさの輪

おどりが演じられた。

　宴たけなわの中、8羽目の放鳥トキひな誕生の吉報が届き、おめ

でたムードが最高潮に達した。佐渡市役所畑野行政サービスセンター

長羽生 靖様の万歳三唱の後、ピアノ伴奏に合わせて「ふるさと」を

合唱し、相田義郎副会長の閉会のあいさつをもって次回の再会を約

し、定刻15時45分に散会した。

　　　　　　　　　　　　　（文責：佐渡市東京事務所　榎谷端夫） 

○現金
　１０万円　

　　佐渡市の発展のため

　　　石黒  貞夫 様(三条市)　

　１０万円　

　　社会福祉の向上のため

　　　池　玲二郎 様（中興）　

○物品
　桜　１本　

　　七浦小学校の教育環境整備のため

　　　七浦小学校第65回卒業生　

　　　保護者代表　岩﨑　靖 様　

　横断幕　１張　

　　赤泊小学校の教育環境整備のため

　　平成23年度赤泊小学校ＰＴＡ

　　代表　石塚篤志 様　

　ＬＥＤ街路灯　１本　

　ベンチ　　　　１脚　

　太陽光パネル　２枚　

　　トキ交流会館の街路灯として

　　　ケミコン長岡株式会社　

　　　代表取締役　佐藤正之 様（長岡市）

○住所・氏名のみ掲載
　　金井小学校長　山川辰也 様　

　　奈良純夫 様（群馬県渋川市）

今井茂雄会長　挨拶 遠藤龍平さん“鬼太鼓”演舞

ありがとうございました
～寄付のお礼～

調
査
対
象
　
７
月
末
現
在
で
常
用
労
働
者
を
１

〜
４
人
雇
用
す
る
事
業
所
（
農
林
漁
業
･
一
般

公
務
を
除
く
）
が
対
象
で
す
。

調
査
目
的
　
賃
金
、
労
働
時
間
、
労
働
者
数
の

動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
調
査
デ
ー
タ
は
、
統
計
を
作
る

た
め
の
み
に
使
用
し
ま
す
。

調
査
期
間
　
７
月
下
旬
〜
８
月
末
日

調
査
内
容
　
７
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
対
象

事
業
所
を
お
訪
ね
し
、
賃
金
、
労
働
時
間
、
労

働
者
数
の
調
査
に
当
た
り
ま
す
。

対
象
地
区
　
相
川
下
戸
村
・
相
川
下
戸
町
・
相

川
下
戸
浜
町
・
相
川
下
戸
炭
屋
町
・
相
川
鹿
伏

の
一
部

沢
根
・
沢
根
町
・
沢
根
五
十
里
・
沢
根
炭
屋
町

お
問
い
合
わ
せ
　

新
潟
県
総
務
管
理
部
統
計
課
生
活
統
計
班

☎
０
２
５
―
２
８
５
―
５
５
１
１

アドレス psc1.sado@fofa.jpに空メールを送る

と、仮受付メールが返信されます

ので、案内にしたがって本登録し

てください。

佐渡市メール配信サービス
配信情報
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、

　観光イベント情報、くらしの情報

お問い合わせ 
市役所地域振興課（情報政策係）☎63-5139

講師　佐渡市立金井小学校教諭
　　　　　　　　　　　村田　圭　さん
ワークショップ　臨床心理士
　　　　　　　　　　　真子　紘子さん
日時　7月17日（火）午後7時～9時
会場　佐渡総合病院2階　講堂
会費　500円（郵送代、資料代など）
対象者　市民の誰でも参加できます。きき
たいこと、疑問に思うこと、誰でも一緒に
話し、考えてみませんか？
お問い合わせ　ＮＰＯ法人 佐渡の福祉ゆい
　　☎090―1451―3345（橋本）

第27回　種火の会
～みんなおんなじ、みんな友だち～
発達障害ってなに？
社会不適応にならないために

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

首都圏情報コーナー
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 5.15～6.11届出

5.10

5.11

5.19

5.26

5.31

5.7

5.10

5.28

5.20

5.29

5.29

和也

忍

泰造

大輔

晶

和也

智宏

昭教

一義

和洋

和洋

両　津

佐和田

　〃

　〃

　〃

金　井

　〃

　〃

新　穂

　〃

　〃

両津夷

八幡

長木

石田

中原

泉

千種

中興

新穂大野

上新穂

上新穂

（かなと）

（りょうすけ）

（あこり）

（ゆま）

（にこる）

（ゆうや）

（せり）

（しょうま）

（りこ）

（りずき）

（ゆずき）

長　尾　奏　音

小　鷹　凌　介

石　渡　愛　心

藤　井　夢　真

小　池　虹　香

本　間　悠　也

石　見　　　芹

鈴　木　昭　真

仲　川　璃　誇

春　日　理寿生

春　日　有寿生

5.15

5.12

5.16

5.18

5.18

5.18

5.12

5.23

5.27

5.25

5.27

5.27

5.29

5.30

5.30

5.31

6.2

6.4

6.5

6.7

6.7

6.11

5.15

5.19

5.22

5.22

5.23

6.2

6.2

6.4

6.8

6.10

6.10

5.16

5.17

5.17

5.21

5.27

5.29

6.1

6.6

6.10

70

92

77

90

65

90

82

78

66

82

89

83

83

66

91

57

85

88

97

91

95

95

84

62

68

88

93

94

80

95

94

75

98

79

93

88

92

82

88

86

77

96

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

真木

城腰

旭

両津湊

椎泊

下久知

両津湊

城腰

梅津

潟端

梅津

岩首

黒姫

春日

原黒

加茂歌代

両津湊

両津湊

梅津

両津湊

上横山

加茂歌代

戸地

相川新材木町

相川南沢町

姫津

戸中

橘

北狄

相川下戸村

相川小六町

相川濁川町

北田野浦

二宮

河原田諏訪町

窪田

八幡

窪田

沢根五十里

上矢馳

八幡

真光寺

松　浦　紀惠子

杉　崎　キミエ

土　屋　和　夫

本　間　ミ　ヨ

宇佐美　光　雄

濱　田　孝　榮

芳　賀　　　彊

伊　藤　新一郎

山　本　吉　一

甲　斐　與一郎

市　橋　ハツエ

平　間　ミ　チ

山　本　己一郎

伊　里　　　勲

藤　井　ア　ヤ

森　下　純　子

宮　川　秀　子

中　村　テ　ル

近　藤　サ　ツ

山　口　ヤ　ツ

石　瀬　マツヱ

野　口　サ　ヨ

和　田　一　八

本　間　　　孝

古　藤　宗　雄

西　埜　ミチヱ

坂　上　ハ　ナ

坂　下　　　　

坂　下　香代子

宇　田　タ　ミ

伊　藤　ミ　テ

中　川　惠　子

土　屋　　　學

腰　野　初太郎

伊　藤　美津子

齋　藤　コ　ヨ

石　塚　静　雄

川　端　シゲ子

水　上　信太郎

遠　藤　光　江

松　塚　幸　春

田　中　スヱノ

5.14

5.26

5.29

6.2

6.3

6.4

6.7

5.21

5.31

6.3

6.6

6.6

6.6

6.1

6.9

5.15

5.27

6.3

6.3

6.4

6.8

5.31

6.3

6.6

5.14

5.30

5.31

6.5

6.7

6.11

5.14

5.17

5.22

5.22

5.23

5.24

5.28

5.28

5.28

6.2

6.9

87

81

69

77

66

92

72

97

75

95

81

95

96

58

61

82

67

84

97

80

76

84

93

77

87

90

62

84

81

95

81

93

95

75

64

79

104

89

73

92

89

金　井

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

新　穂

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

畑　野

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

真　野　

　〃　

　〃　

小　木

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

羽　茂

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

赤　泊

金井新保

千種

中興

泉

中興

金井新保

中興

下新穂

新穂長畝

新穂大野

新穂瓜生屋

新穂長畝

新穂井内

新穂武井

新穂潟上

畑野

畑野

畑野

宮川

寺田

栗野江

背合

吉岡

西三川

小木町

小木町

小木町

小木町

小木町

小木町

羽茂大崎

羽茂大崎

羽茂本郷

羽茂滝平

羽茂本郷

羽茂小泊

羽茂大橋

羽茂大石

羽茂大石

羽茂村山

赤泊

髙　橋　ヨ　シ

笹　木　ハ　ル

鈴　木　昭　男

川　上　　　健

江　口　敏　美

渡　邉　栁　子

赤　塚　保　弘

土　屋　　　實

本　間　幸　信

本　間　チ　ヱ

渡　邊　　　初

仲　川　ト　ウ

久　保　ミ　ヤ

神　田　耕　治

半　田　晴　夫

大　波　ミ　チ

渡　部　勝　利

星　野　ハツエ

相　田　ヤ　エ

渡　部　キヨ子

渡　邉　　　隆

金　子　一　雄

笠　井　　　德

佐々木　市　郎

木　元　シノブ

諸　橋　セ　ツ

菊　地　正　実

髙　野　武　夫

中　川　　　勉

村　川　　　子

澤　村　　　俐

八尋渕　賢　次

中　川　ア　キ

駒　形　義　弘

天谷池　賢　次　

岡　﨑　　　強

村　川　ナ　カ

中　平　　　清

本　間　正　春

島　倉　ハ　ル

中　川　幸　雄

5.13

5.4

5.20

5.21

5.22

5.23

5.25

5.4

5.18

6.4

5.10

諒

智哉

広人

純二郎

幸治

輝彦

正敏

雄太

司

健

一輝

畑　野

真　野

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

小　木

羽　茂

　〃

赤　泊

大久保

長石

金丸

金丸

吉岡

吉岡

豊田

小木町

羽茂大橋

羽茂小泊

莚場

（かりん）

（はじめ）

（ひとは）

（しゅんえい）

（ゆうすけ）

（おうき）

（ことは）

（みずき）

（ひより）

（まき）

（みづき）

佐　藤　華　凜

小　林　　　創

仲　村　一　葉

滝　　　舜　永

飯　田　遊　介

永　井　桜　輝

石　塚　琴　葉

髙　津　瑞　希

河　内　陽　依

梅　澤　真　希

小　田　美　月

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）

地  区  名 大  字  名
う  ぶ  ご  え

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

お  く  や  み
地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命 日 
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　学校給食では、食育の推進

と、地場産物の使用拡大を目

指し「地産地消」に取り組んでいます。この日の佐渡産食

材は、米・牛乳・アジ・アスパラガス・米粉・小松菜・わ

かめ・長ねぎ・ミルクプリンでした。一年生の保護者の方

をお招きし、親子で和やかに会食しました。

　給食の様子を見ていると、子どもに「食べさせたい食べ

物」と、子どもが「食べ

たい食べ物」は、必ずし

も一致しているわけでは

なく、野菜や魚などの苦

手な食べ物や海藻や乾物

などの食べ慣れていない

食材も給食では使われて

います。

　子どもたちと一緒に給

食を食べていただいた保護者の方からは、「家では、野菜

をあまり食べないのに、給食では残さず食べていたので、

給食でどんどん出してください。」「給食当番をしっかり

とがんばってやっていたので、家でももっとお手伝いを頼

むといいのかな。」などの感想をいただきました。家庭と

学校が連携し、未来を担う子どもたちに、望ましい食習慣

を形成できるような食育の推進、ふるさとの味を誇りに思

える地場産物や郷土料理を取り入れた給食を提供できるよ

うに努めたいと思います。

●作り方
①　玉ねぎをみじん切りにし
て、しばらく水にさらし、水気
をしぼっておく。
②　トマトを食べやすい大き
さに切る。ツナは油を切る。
③　①・②をボウルに入れ、
しょうゆ・みりん・ごま油を入
れてさっと和える。

朝食メニュー
●ごはん ●みそ汁 ●巣

もり卵 ●トマトとツナ

の 簡 単 サ ラ ダ （ 佐 渡

産）●きゅうりのサッ

と和え（佐渡産）●果

物

トマト栽培歴43年のベテラン　トマト職人

安達　巌 さん（八幡）

親子会食の様子

麦ごはん・牛乳・アジのフレッ
シュトマトマリネ・納豆和え・
みそ汁・ミルクプリン

　大玉トマトの代表的品種といわれる「おど

りこ」と「桃太郎」。以前は「桃太郎」、今は「お

どりこ」を育てているという安達さん。「おどり

こ」は、糖度と酸度のバランスがよく、とてもおいしい人気のある品種で

す。安達さんはビニールハウス内に毎年約800本を植えています。

　安達さんは、43年前にビニールハウスでのトマト栽培を始めまし

た。佐渡にはあまり島外から食材が入ってこない地産地消の時代

に、早くからトマトづくりに取り組んでいた安達さんは、りんご用の木

箱に採れたトマトを山ほど積み、三輪車に乗せて町へ売りに出る

と、多くの人が集まり、さばききれないほど売れたそうです。

　トマト栽培の魅力は、「肥料と水分、温度管理など手間はかかるがお

もしろい。また何十年も関わると、生育状況を見て何が必要かがわかり、

自分で管理できる。低温障害は避けられなかったが、今年もしっかり育

ってくれた。それから、自分の作るトマトを毎年待ってくれている人がいる

のがうれしい。それを張り合いに続けている。」と答えてくれました。

　また、オススメの食べ方をうかがうと、「トマトにそのままマヨネー

ズや濃厚ソースをつけて食べるのが好きだけど、人に勧められて試

したのは、こした甘めの味噌をつけて食べること。これはうまい。今

では毎食ごはんのおかずにしている。」と安達さん。旬の食材の新

しい食べ方を考えてみるのも楽しいですね。

●材料（１人分）
・トマト　　１／２個
・ツナ缶　　１／４缶
・玉ねぎ　　１／８個
・しょうゆ　小さじ１
・みりん　　少々
・ごま油　　少々

簡単！朝食レシピ

旬の仕事人
～地産地消で佐渡を元氣にしよう！～

とれたて！

トマト

学校給食
チオシイ

食育 元気④
笑顔まるごと！
シリーズ

トマトとツナの簡単サラダ

金井小学校
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■発行・編集　佐渡市役所 総務課広報広聴係 〒952-1292 佐渡市千種232番地　■発行日 平成24年7月10日
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市の面積　855.33㎢（平成23年10月1日）　市の海岸線280.3km（平成21年3月31日）

市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

毎月第1・3金曜 午後5時から ＣＮＳ情報番組「さどチャン」内で 放送中！

ご本人からの投稿はもちろん、「家族のこんな病気が心配」「介護現場で働いているが、この症状にはどう対応したら良いの？」など、
医師に聞いてみたいことはありませんか？また、これまでどおり、育児のお悩みもお待ちしています♪
投稿方法
○メール、FAX、ハガキに、お名前と相談内容を書いてお送りください。(お名前はペンネームでもかまいません)
　※メール　help@city.sado.niigata.jp　　※FAX  51-2040
　※ハガキ　〒952-0318 佐渡市真野新町489番地 CNSテレビ「助けてドクター!」係　まで
○佐渡総合病院、両津・相川病院に投稿ポストを設置しました！こちらもご利用ください。

大人版「助けてドクター！」始まります☆ 子どもからお年寄りまで、あらゆる世代の
身体や病気のお悩みを解決する

CNSテレビ　☎51-2030問

※つながらない場合は留守電に、お名前・連絡先を録音
　してください。
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